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備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

（平成20年度事業）
役職 生涯学習課長

03-03-01 氏名 末長章彦施　策　名
（小項目）

文化芸術の振興

コード 作
成
者 平成21年度

所　　属　　長　　評　　価
電話 64-1841

施策を構成する
事　務　事　業

事務事業

細　事　業

事業費等（単位：千円，人） 施策への
貢献度

経費の
性 質評価結果

事業分類

平成18年度 平成19年度

Ａ ～ Ｅ 直　接
事業費

人件費 人工数
直　接
事業費

人件費

平成20年度 5月補正後
☆☆☆☆☆
　　～
☆

義務的
計画事業

その他

予算額
(高 ～ 低) ※一財ベース

人工数
直　接
事業費

人件費 人工数

政策の体系
大項目（基本目標） 地域文化と人が輝くまちづくり

文化活動推進事業1
中項目（基本施策） 歴史と文化の輝くまちづくり

その他 1090.12 109 473 0.06 ☆☆1,300 0.15 136 850123
国民文化祭準備事業 補 助

Ｂ
備前吹奏楽フェスティバル事業 単 市

8,982
1,0221,563 0.22 ☆☆☆☆☆ 計画事業201

単 市 5,041 4,340 1.10歴史民俗資料館管理運営事業 Ｂ 歴史民俗資料館管理運営事業 770 0.11 9,049 496 0.07 ☆☆☆☆ その他 14,243
0.91 4,216単 市 5,776 4,560 0.75

665 0.10 1,046
5,7385,820 0.98 ☆☆☆ その他4,906 5,277

Ｄ 吉永美術館管理運営事業 単 市 1,095 526 0.09 808 567 0.07 ☆ その他 990
(誰のために、何のた
めに)

　歴史・文化に興味のある人、関心のある人のために、企画展や講座などを開催し、地域の歴史や文化に親
しむ機会を提供する。それにより歴史や文化への認識を高め、心豊かな人間性を育む。

加子浦歴史文化館管理運営事業 Ｂ 加子浦歴史文化館管理運営事業

施策の対象と目的 吉永美術館管理運営事業

②
　コストの削減等に伴い、職員が配置されていない館があるなど、来館者にとって満足のいく企画展や講座
が難しくなっている。常設展示等の見直しや魅力ある企画展のため、より一層の創意工夫がもとめられてい
る。

現況と課題

(総合計画から現在の
問題点を抽出)

③ 文化・芸術活動の推進

施策展開 文化施設の適正な管理運営

(総合計画の施策部分
から、実施する施策
を抽出)

平成18年度 平成19年度 平成20年度

2.10 15,070 7,423 1.23 14,383 8,919調査年度 H19 H20 H21 1.40 22,102
計

H22 12,035 10,865この施策に費やした資源（単位：千円，人）

重要度（%） 4.0 2.9 4.6

実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果

満足度（%） - 4.6 - 3.9 - 4.4

国民文化祭備前市実行委員会 国文祭実施方針、実行体制づくり 文化協会他市内の団体との調整をし、平成２２年国文祭を盛会に実施する

調査結果に対するコメン
ト、市民の反応等 平成２０年５月から備前市歴史民俗資料館と加子浦歴史文化館の休館日を週１日増やしたところ、利用者

からの不満の声が上がり、市議会委員会や文化財保護審議会からも文化行政の衰退だと憂慮された。

一次評価 二次評価
項　目

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

3 地域文化の成り立ちの証明と紹介は、市民の原点の検証
であり市の関与は妥当性がある。

評価 判断理由 評価 判断理由

2 吉永美術館の運営について検討していく必要がある。

文化施設では歴史資料調査員の協力の下、企画展等を開催して
おり、入館者数は上昇基調にあった。しかしながら平成20年
度は開館日を減じたため、入館者数は低迷した。

調査対象でない施策
は、市民の反応等 1

役割分担の妥当性
(市の関与、協働の可
 能性)

3

3施設とも来館者数は目標値を下回っている。2施設は、
企画展の開催もあり、今後の創意工夫も待たれるが、1
施設についての運営を検討すべきである。

2,500

施策に対する成果指標名
単
位

過年度実績 評価年度
2 同左2

事業構成の適当性
(実施手段)

施策の有効性
(指標分析、評価年度･
 中長期の達成度)

3
２２年度の国民文化祭は一過性のイベントに終わらせない工夫
が必要。文化施設は様々な企画により、市民を来館させ、文化
に触れる喜びを実感してもらうことが必要である。

3
H18 H19 H20

3

成果指標・計算式・ベンチマークの説明 目標値

H23 2,500
2,000 2,500成

果
指
標

歴史民俗資料館

目標 2,000

ベンチマーク

成果を表す直接的数値として、年間入
館者数

H21
実績 2,217 2,561 2,372

同左

達成率 110.9 128.1 94.9 H28 2,500
　  担当への指示
(今後の展開、事業見直し、
 新規事業創出等)

文化振興の基本視点は、住んでいる町の誇りを持つこと。先人の
優れた業績・文化を顕彰し、今活躍されている人の活動を地域の
輪として広めること。本市に住むことを誇れるよう、他地域との
違いを認識させることが肝要。

3,500
－ －

H23 3,500
参
考
指
標
①

加子浦歴史文化館

目標 3,000 3,000 3,400
成果を表す直接的数値として、年間入
館者数

H21
実績 3,438 3,509 3,012

翌年度予算の
方向性

達成率 114.6 117.0 88.6 H28 3,500
二次評価者コメント

広く地元文化の紹介とともに、企画展開催に伴う地元文化の検証、研究も大切である。
もっと地元市民がリピーターとなって訪館してくれるようなイベント開催に努力された
い。

基本施策への貢献度

1,000
ベンチマーク － －

1,000 1,100
成果を表す直接的数値として、年間入
館者数

H21参
考
指
標
②

吉永美術館

目標 1,000
実績 800 1,000 645

役職 教育次長
３中立 平均的な配分H23 1,000 氏名 竹中　史朗

達成率 80.0 100.0 58.6
－ －

H28 1,000

9 9
参加団体数

ベンチマーク

9 9
参
考
指
標
③

吹奏楽フェスティバル参加
団体数

目標 9
実績 9

達成率 100.0
ベンチマーク

H23 9
予算配分方針H21 9

経営戦略会議決定事項

－

100.0 100.0 H28 9
－

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低

H19

H20 H21

-45

-25

-5

15

35

55

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

重要度

満
足
度

備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度
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